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　８月１９日、亀ヶ池温泉の火災が発生し、
８月２５日に議員全員協議を開き、担当課
の説明を受け現地において、被災状況の確
認を行いました。
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第６６回定例会が開催され、報告２件、専決予算１件、条例２件、決算認定１１件、補正予算６件、契約１件、

財産の取得１件、人事３件、発議１件、陳情２件、その他４件は、いずれも原案のとおり承認・可決・同意さ

れました。

令和２年度伊方町の財政の健全化判断比率及び資金不足比率

　令和２年度決算における本町の財政状況を地方公共団体の財政の健全化に関する法律に規定する比率で示し、

健全な状況にあることを報告。

令和２年度伊方町の教育に関する事務の点検・評価報告書の提出

　令和２年度における本町の実態を地方教育行政の組織及び運営に関する法律の規定に基づいて評価・点検し、

概ね良好な状況にあることを報告。

町長の専決処分事項報告（令和３年度伊方町一般会計補正予算（第４号））

　予算総額の増減なし

令和２年度伊方町一般会計及び特別会計歳入歳出決算認定

　令和２年度伊方町一般会計及び１０特別会計歳入歳出決算を認定（決算内容は広報１１月号に掲載）

伊方中学校太陽光発電設備設置工事請負契約の締結

　請負金額　６８，９１５，０００円　　契約の相手方　伊方電気工事株式会社　

伊方町環境監視委員会条例の一部を改正する条例制定

　伊方原子力発電所における核物質防護情報等の機密事項について、委員の守秘義務規定を整備するための

改正。

伊方町健康交流施設亀ケ池温泉再建基金条例制定

　火災により焼失した亀ケ池温泉の再建に係る財源に充てるための基金を創設。

（単位：千円）

会　　計　　名 補　正　額 補　正　後

一般会計（第５号） 1,047,968 10,001,423

港湾整備事業特別会計（第１号） △12,169 73,161

介護保険特別会計（第１号）　保険事業勘定
　　　　　　　　　　介護サービス事業勘定

47,309
△2,863

1,430,307
13,727

公共下水道事業特別会計（第１号） 1,500 242,255

風力発電事業特別会計（第１号） 32,101 90,928

水道事業会計（第１号） 3,859 404,575

【主な決定事項】

（単位：千円）

９月定例会の動き 令和３年９月１４日〜２２日

報　告

専決予算

決算認定

請負契約

条　例

補正予算
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伊方町国民健康保険診療所電子カルテシステム等の取得

　取得金額　１９，２２８，０００円　取得の相手方　四国メディコム株式会社（松山市）

人権擁護委員の推せん　　　　　　　　　　　人権擁護委員の推せん

　松田　光一氏　　　（九町）　　　　　　　　　宇都宮　喜美子氏　　（松）

人権擁護委員の推せん

　緒方　二三子氏　　（塩成）

コロナ禍による厳しい財源状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書の提出

　令和４年度地方財政対策及び地方税制改正に向け、地方税財源の充実を強く国に要望する。

２件共に全会一致で「採択」とすることに決定

陳情第１号

「伊方町健康交流施設亀ヶ池温泉」施設の

早期再建に関する陳情書

伊方町商工会会長　井上喜樹　

▶

◀︎陳情第２号

「伊方町健康交流施設亀ヶ池温泉」施設の早期再建

に関する陳情書　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

伊方町商工業協同組合理事長　廣瀬　秀晴　

９月７日伊方町商工会会長より陳情書を

受ける小泉議長

９月７日伊方町商工業協同組合理事長より

陳情書を受ける小泉議長

伊方町過疎地域持続的発展計画の策定

　過疎地地域における公共施設の整備等について、財政上の特別措置を受けるため計画を策定。

議会運営委員会の閉会中の継続調査

原子力発電対策特別委員会の閉会中の継続調査　　　　議会改革特別委員会の閉会中の継続調査

人　事

発　議

陳　情

その他

請願・陳情とは…。
　国や県、町政などについての要望や意見を町民が直接議会に請願または陳情として提出
することができます。ただし、請願は町議会議員の紹介（１名以上）が必要です。

財産の取得
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利
用
者
の
声
を
ど
の
様
に
取
り
上
げ
て

い
る
の
か
、
ま
た
、
改
善
要
求
は
ど
の
程

度
出
て
い
る
の
か
伺
う
。

　

利
用
者
か
ら
の
直
接
の
ご
要
望
と
地
区
か
ら

の
要
望
書
提
出
の
場
合
が
あ
る
。
今
年
度
は
、

利
用
者
か
ら
の
ご
要
望
の
み
で
、
増
便
要
望
が
4
件
、

バ
ス
停
の
増
設
要
望
が
2
件
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

　

巡
回
バ
ス
の
協
議
の
場
で
あ
る
伊
方
町

地
域
公
共
交
通
会
議
は
、
年
1
回
の
開
催

と
聞
い
て
い
る
が
、
開
催
回
数
を
年
２
回
に
改
善
で
き

な
い
か
伺
う
。

　

現
在
、
年
1
回
会
議
を
開
催
し
、
長
期
休
業

中
の
小
中
学
校
の
部
活
動
便
に
あ
わ
せ
、
３
回

に
わ
た
り
運
行
時
間
を
変
更
し
対
応
し
て
い
る
た
め
、

更
な
る
会
議
の
開
催
は
考
え
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
運

行
に
関
し
協
議
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
は
、
臨
時
的
な

会
議
の
開
催
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

デ
マ
ン
ド
、
伊
方
町
地
域
巡
回
バ
ス
と

も
に
一
長
一
短
あ
り
、
高
齢
者
の
利
用
者

の
方
に
は
、
現
在
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
て
い
る
と
聞

く
。
町
で
は
、
運
転
免
許
自
主
返
納
者
に
3
年
を
限
度

と
し
て
交
通
利
用
券
の
発
行
な
ど
の
制
度
が
あ
る
が
、

条
件
を
設
定
し
て
タ
ク
シ
ー
の
交
通
利
用
券
を
発
行
で

き
な
い
か
伺
う
。

　

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
を
目
的
と
し
て
、

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
者
に
対
す
る
支
援
制

度
で
あ
る
た
め
、
制
度
を
拡
充
す
る
考
え
は
な
い
。
た

だ
し
、
バ
ス
停
ま
で
の
距
離
が
遠
い
方
に
対
す
る
支
援

策
は
、
利
用
者
の
ご
要
望
を
踏
ま
え
、
バ
ス
停
の
増
設

や
運
行
ル
ー
ト
の
見
直
し
な
ど
、
可
能
な
範
囲
で
改
善

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

当
町
が
関
わ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
町

へ
の
利
益
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　

本
町
は
、
風
力
、
太
陽
光
、
地
中
熱
の
発
電

利
用
が
あ
り
、
風
力
発
電
に
9
社
、
太
陽
光
発

電
に
6
社
が
参
入
し
て
お
り
、
そ
の
内
、
第
3
セ
ク

タ
ー
法
人
は
、
伊
方
エ
コ
・
パ
ー
ク
㈱
、
㈱
瀬
戸
ウ

イ
ン
ド
ヒ
ル
、
三
崎
ウ
イ
ン
ド
パ
ワ
ー
㈱
で
、
新
規

参
入
・
設
置
の
予
定
は
な
い
。
令
和
3
年
度
の
固
定

資
産
税
額
は
、
風
力
発
電
で
、
4
，
6
7
9
万
6
，

7
0
0
円
、
太
陽
光
発
電
で
、
2
2
2
万
1
，
7
0
0

円
、
合
計
4
，
9
0
1
万
8
，
4
0
0
円
、
法
人
町
民

税
は
5
社
で
、
1
，
0
2
2
万
8
，
5
0
0
円
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
令
和
3
年
度
の
株
主
配
当
は
、
伊
方

エ
コ
・
パ
ー
ク
と
三
崎
ウ
イ
ン
ド
パ
ワ
ー
の
2
社
か
ら

7
，
1
7
8
万
8
千
円
と
な
り
、
令
和
3
年
度
に
町
が

受
け
る
利
益
は
、
総
額
で
1
億
3
，
1
0
3
万
4
，

9
0
0
円
に
な
る
。

　

今
後
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を

ど
う
進
め
て
い
く
か
、
推
進
す
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
割
合
に
つ
い
て
伺
う
。

　

国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
や
伊
方
町
総
合

計
画
及
び
伊
方
町
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

に
基
づ
き
、
町
と
し
て
は
、
推
進
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

割
合
は
定
め
て
い
な
い
が
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
に
向
け
て
、
実
現
可
能
な
も
の
か
ら
推
進
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

半
島
頂
上
部
に
設
置
の
風
車
が
当
町
に

そ
ぐ
わ
な
い
と
の
意
見
が
あ
る
な
か
、
今

後
の
観
光
政
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　

本
町
の
貴
重
な
観
光
資
源
の
一
つ
で
あ
る
風

車
の
あ
る
景
観
を
活
か
し
つ
つ
、
海
が
見
え
る

素
晴
ら
し
い
コ
ー
ス
を
周
遊
す
る
ツ
ア
ー
や
再
生
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
題
材
と
し
た
ツ
ア
ー
な
ど
の
企
画
を
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
の
観
光
政
策
で
、
風
車
設
備
の
撤

去
の
考
え
が
あ
る
の
か
伺
う
。

　

現
在
、
町
営
の
二
見
く
る
り
ん
パ
ー
ク
の
2

基
の
風
車
は
、
令
和
7
年
6
月
に
Ｆ
Ｉ
Ｔ
期
間

が
満
了
し
た
時
点
で
、
解
体
撤
去
を
考
え
て
い
る
。
そ

の
他
の
風
車
に
つ
い
て
は
、
事
業
者
が
採
算
性
を
考
慮

し
検
討
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
町
内
の
観
光
施
設

の
経
営
状
況
を
伺
う
。

　

令
和
2
年
度
の
状
況
に
つ
い
て
、
「
佐
田

岬
は
な
は
な
」
は
、
指
定
管
理
料
が
0
円
で

黒
字
経
営
、
「
瀬
戸
農
業
公
園
」
は
、
指
定
管
理
料

が
8
0
0
万
円
で
、
2
8
0
万
1
，
4
0
5
円
の

赤
字
、
「
き
ら
ら
館
」
は
、
指
定
管
理
料
が
1
，

1
4
5
万
6
千
円
で
、
2
万
6
，
4
9
9
円
の
黒
字
、

い っ ぱ ん 質 問

大
綱
１

地
域
巡
回
バ
ス
に
つ
い
て

田 村 義 孝 議 員

問
１

問
１

問
２

問
３

問
４

問
１

問
３

問
２

大
綱
２

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
観
光
政
策
に

つ
い
て

大
綱
３

コ
ロ
ナ
禍
の
商
工
業
者
へ
の
支
援

に
つ
い
て

答答

答答

答答答 答
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「
亀
ケ
池
温
泉
」
は
、
指
定
管
理
料
が
1
，
3
0
0
万

円
で
、
1
，
0
5
8
万
2
，
6
5
0
円
の
赤
字
と

な
っ
て
い
る
。

　

今
ま
で
に
、
町
独
自
で
行
っ
た
支
援
策

に
つ
い
て
伺
う
。

　

令
和
2
年
度
に
実
施
し
た
「
プ
レ
ミ
ア
ム
付

地
域
商
品
券
事
業
」
で
は
、
4
施
設
と
も
加
盟

店
と
な
り
、
間
接
的
に
支
援
を
受
け
た
ほ
か
、
コ
ロ
ナ

禍
の
支
援
と
し
て
、
水
道
料
金
の
基
本
料
金
の
4
か
月

分
免
除
を
は
じ
め
、
カ
メ
ラ
付
き
自
動
体
温
計
、
消
毒

液
な
ど
の
物
品
支
給
も
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
、
ど
の
よ
う
な
支
援
を
し
て
い
く

か
を
伺
う
。

　

昨
年
同
様
の
「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
地
域
商
品
券

事
業
」
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
影
響
に
よ
り
、
収
支
が
悪
化
し
た
町
指
定
管
理
施
設

を
支
援
す
る
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
経

営
安
定
化
負
担
金
」
の
補
正
予
算
を
提
案
し
て
い
る
。

　

「
佐
田
岬
は
な
は
な
」
へ
の
来
訪
者
を

瀬
戸
農
業
公
園
、
き
ら
ら
館
、
再
建
予
定

で
あ
る
亀
ヶ
池
温
泉
等
町
内
の
観
光
施
設
へ
送
客
す
る

仕
組
み
を
作
る
た
め
に
は
、
４
者
が
連
携
し
観
光
会
議

を
開
き
情
報
の
共
有
、
進
捗
管
理
が
必
要
と
考
え
る

が
、
町
の
考
え
を
伺
う
。

　

観
光
交
流
拠
点
の
「
佐
田
岬
は
な
は
な
」
か

ら
他
の
観
光
施
設
へ
の
誘
客
や
周
遊
促
進
の
た

め
に
は
、
観
光
施
設
4
者
の
連
携
は
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
各
指
定
管
理
者
の
意
向
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
の
意
見
な
ど
も
聞
き
な
が
ら
、
会
議
の
定
期
開
催
な

ど
を
含
め
連
携
を
働
き
か
け
た
い
。

　

今
年
度
、
総
務
省
に
お
い
て
「
地
域
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
制
度
が
新
設
さ
れ

た
。
地
方
自
治
体
が
外
部
専
門
人
材
、
地
域
住
民
、
行

政
、
民
間
企
業
・
団
体
な
ど
と
連
携
し
、
チ
ー
ム
と

な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
採
用
定
員
は
各
市
町
村
1
名
で
は
あ
る
が
、
国

が
自
治
体
に
対
し
て
雇
用
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
上

限
6
5
0
万
円
、
最
大
3
年
間
の
特
別
交
付
税
措
置
を

行
う
も
の
で
あ
る
。
本
町
が
進
め
る
ま
ち
づ
く
り
施
策

の
中
で
、
進
捗
が
芳
し
く
な
い
分
野
・
事
業
に
つ
い
て

は
、
こ
の
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
着
実
に
成
果
を

上
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
貴
重
な

人
材
獲
得
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
く
、

町
長
の
所
見
を
伺
う
。

　

町
で
は
、
総
合
計
画
を
は
じ
め
各
種
計
画
に

基
づ
き
、
全
庁
一
丸
と
な
っ
て
施
策
事
業
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
厳
し
い

現
状
も
あ
り
、
施
策
事
業
に
よ
っ
て
は
、
成
果
が
見
通

せ
な
い
も
の
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の

視
点
に
立
っ
た
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
た
い
と
考
え
て

い
る
。
現
在
、
愛
媛
県
内
で
は
導
入
事
例
は
な
い
が
、

町
と
し
て
は
、
地
域
の
課
題
解
決
や
活
性
化
に
向
け
て

戦
力
と
な
る
人
材
の
確
保
は
重
要
と
考
え
て
お
り
、
観

光
振
興
や
移
住
定
住
な
ど
の
分
野
を
念
頭
に
重
要
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
選
定
し
、
地
域
の
実
情
を
理
解
し
、
関
係

者
を
チ
ー
ム
と
し
て
ま
と
め
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
人

材
の
任
用
な
ど
を
考
え
る
と
、
あ
る
程
度
の
準
備
期
間

が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
全
国
の
導
入
事
例
の
調
査
・
研

究
を
進
め
、
来
年
度
か
ら
導
入
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。　

本
町
の
人
口
動
態
は
、
三
町
合
併
時
は
約

1
万
3
千
人
、
現
在
が
約
9
千
人
、
20
年
後
に

は
5
千
人
規
模
に
ま
で
激
減
す
る
と
推
計
さ
れ
、
信
じ

ら
れ
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
人
口
減
少
が
進
ん
で
い
る
。
子

ど
も
の
出
生
数
に
し
て
も
、
こ
こ
数
年
は
30
人
前
後
で

推
移
を
し
、
今
後
、
さ
ら
に
減
る
と
予
測
さ
れ
る
。

　
学
校
再
編
は
、
地
域
の
事
情
も
あ
る
し
、
様
々
な
問

題
も
絡
ん
で
く
る
の
で
、
大
変
難
し
い
問
題
だ
と
思
う

が
、
子
ど
も
最
優
先
に
考
え
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
仲

間
と
ふ
れ
あ
い
、
切
磋
琢
磨
し
、
明
る
く
、
強
く
、
逞

し
く
育
つ
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
一
刻
も
早
く
進
め
る

べ
き
だ
と
私
は
考
え
ま
す
。

　
今
一
度
、
教
育
長
の
学
校
再
編
に
対
す
る
具
体
的
な

考
え
を
伺
う
。

　
ま
た
、
前
回
質
問
し
た
際
、
児
童
、
生
徒
や
そ
の
保

護
者
を
中
心
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結

果
を
踏
ま
え
て
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
よ
り
実
情

に
合
っ
た
最
適
な
学
校
教
育
の
か
た
ち
を
描
い
て
い
く

と
答
え
て
い
る
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
実
施
後
、
こ
の

件
に
つ
い
て
の
進
捗
と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
も

伺
う
。　

町
内
小
中
学
校
の
再
編
は
、
平
成
31
年
4
月

1
日
を
も
っ
て
、
水
ケ
浦
小
学
校
が
伊
方
小
学

大
綱
１

新
制
度
「
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
任
用
に
つ
い
て

高 月 芳 人 議 員

問
２

問
３

問
４

問

問 大
綱
２

学
校
再
編（
統
合
）問
題
に
つ
い
て

答答答

答

答
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校
と
統
合
し
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成
23
年
度
策
定
の
伊

方
町
学
校
再
編
計
画
が
完
了
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

学
校
の
児
童
生
徒
数
は
、
今
年
度
は
小
中
学
校
合
わ

せ
て
4
2
5
名
と
な
り
、
6
年
後
の
令
和
9
年
度
の
予

測
で
は
、
3
2
1
名
と
な
り
、
1
0
4
名
の
減
少
が
見

込
ま
れ
る
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
計
画
に
基
づ
き
、
こ
れ
か

ら
の
学
校
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
「
子
ど
も
た
ち
の
よ

り
良
い
教
育
環
境
に
つ
い
て
考
え
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
」
を
昨
年
12
月
に
実
施
し
、
児
童
生
徒
や
未
就
学
児

の
保
護
者
、
中
学
生
、
各
地
区
の
区
長
・
副
区
長
、
各

学
校
教
員
の
総
計
7
0
3
名
を
対
象
に
し
た
調
査
で
、

回
収
率
は
8
6
.
5
％
で
あ
る
。

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
受
け
、
本
年
2
月
の
教
育

委
員
会
定
例
会
に
お
い
て
、
学
校
の
再
編
を
含
め
た
検

討
委
員
会
を
、
令
和
3
年
度
に
立
ち
上
げ
る
こ
と
と
し

て
い
た
の
で
、
年
内
に
検
討
委
員
会
を
設
置
し
て
検
討

に
着
手
し
、
来
年
度
中
に
は
答
申
を
出
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
を
受
け
て
教
育
委
員
会
で

再
編
計
画
を
立
て
、
進
め
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
い

る
。
学
校
の
再
編
に
つ
い
て
は
当
町
の
地
形
や
点
在
し

た
集
落
、
学
校
施
設
の
状
況
、
通
学
方
法
等
多
方
面
か

ら
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
多
様
な
意
見
が
あ
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

今
後
は
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
伊

方
町
に
と
っ
て
最
適
な
学
校
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
意

見
を
伺
い
な
が
ら
再
編
も
含
め
て
検
討
し
、
よ
り
よ
い

学
校
環
境
と
な
る
よ
う
改
善
し
、
活
性
化
に
努
め
た
い

と
考
え
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 (

教
育
長)

　

8
月
19
日
、
亀
ヶ
池
温
泉
が
落
雷
に
よ
る
火

災
で
本
館
が
全
焼
し
た
。

　
今
後
は
、
検
討
委
員
会
で
協
議
を
重
ね
、
最
終
的
に

は
町
長
が
決
断
す
る
と
思
う
が
、
当
施
設
が
町
に
と
っ

て
ど
う
い
う
存
在
で
あ
り
、
町
に
ど
の
よ
う
な
効
果
を

も
た
ら
し
て
い
た
の
か
、
ま
た
現
段
階
に
お
い
て
、
当

施
設
の
再
建
の
是
非
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
考
え
を

持
っ
て
い
る
の
か
、
町
長
の
見
解
を
伺
う
。

　

8
月
19
日
未
明
に
落
雷
が
原
因
と
推
定
を
さ

れ
る
火
災
に
よ
り
、
「
伊
方
町
健
康
交
流
施
設

亀
ケ
池
温
泉
」
が
焼
失
し
た
こ
と
は
、
私
自
身
、
ま
さ

に
青
天
の
霹
靂
と
い
え
る
衝
撃
を
受
け
た
。

　

亀
ヶ
池
温
泉
は
、
平
成
19
年
8
月
の
開
館
以
来
、
町

民
の
皆
様
を
は
じ
め
町
外
・
県
外
か
ら
の
観
光
客
に
も

長
く
親
し
ま
れ
て
き
た
施
設
で
あ
り
、
火
災
が
あ
っ
て

か
ら
私
に
も
早
期
再
建
を
熱
望
す
る
声
が
寄
せ
ら
れ
た

り
、
町
内
の
各
種
団
体
か
ら
再
建
を
強
く
望
む
要
望
書

を
受
け
取
っ
て
い
る
。
ま
た
、
町
内
外
の
方
々
か
ら
温

か
い
ご
支
援
、
ご
寄
附
も
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

「
町
に
と
っ
て
ど
う
い
う
存
在
で
あ
り
、
ど
の
よ
う

な
効
果
を
も
た
ら
し
た
か
」
に
つ
い
て
は
、
「
亀
ヶ
池

温
泉
」
は
、
町
民
の
健
康
増
進
、
ま
た
町
を
代
表
す
る

観
光
交
流
拠
点
と
し
て
多
く
の
方
々
に
愛
さ
れ
て
き
た

施
設
で
、
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
延
べ
約
2
2
0
万
人
の

利
用
が
あ
り
、
伊
方
町
の
認
知
度
・
知
名
度
の
向
上
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　

開
館
し
て
か
ら
今
ま
で
の
総
売
上
額
は
、
約
24
億

円
、
そ
れ
に
対
す
る
総
支
出
額
も
約
28
億
円
で
、
経
済

波
及
効
果
は
こ
れ
以
上
に
観
光
業
は
も
と
よ
り
、
商
工

業
、
農
林
水
産
業
、
そ
し
て
町
民
の
健
康
増
進
な
ど
幅

広
い
分
野
に
お
よ
び
町
の
活
性
化
に
寄
与
し
て
き
た
。

ま
た
、
施
設
内
で
の
特
産
品
の
販
売
や
レ
ス
ト
ラ
ン
営

業
に
加
え
、
宿
泊
施
設
も
備
え
、
雇
用
創
出
に
も
大
き

く
貢
献
し
て
き
た
。

　

「
再
建
の
是
非
」
に
つ
い
て
は
、
去
る
9
月
1
日
に

外
部
委
員
や
専
門
家
を
含
む
「
伊
方
町
健
康
交
流
施
設　

亀
ヶ
池
温
泉
再
建
検
討
委
員
会
」
を
開
催
し
、
再
建
に

向
け
て
進
め
る
方
針
が
決
定
し
た
こ
と
か
ら
、
9
月
3

日
に
焼
失
し
た
建
物
の
解
体
・
撤
去
工
事
に
必
要
な
予

算
を
専
決
し
、
議
員
全
員
協
議
会
で
報
告
し
、
昨
日
9

月
13
日
に
入
札
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
検
討
委
員
会
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
運

営
を
総
括
し
、
収
益
構
造
の
改
善
や
固
定
経
費
の
削
減

な
ど
を
踏
ま
え
た
施
設
の
再
構
築
に
つ
い
て
、
専
門
家

の
ご
意
見
も
参
考
に
し
っ
か
り
と
検
討
を
し
て
い
た
だ

き
、
そ
の
結
果
を
議
員
の
皆
様
に
は
適
宜
説
明
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
う
え
で
、
「
亀
ヶ
池
温
泉
」
の
再
建
・
再

開
に
向
け
、
仮
営
業
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
迅
速
・
適

切
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

町
内
中
学
生
が
全
員
入
学
し
て
も
定
員
に
は

全
く
足
ら
ず
、
町
外
県
外
か
ら
の
受
け
入
れ
が

な
い
と
存
続
で
き
な
い
。
新
年
度
か
ら
町
営
の
寮
も
稼

働
し
、
何
と
か
や
り
繰
り
で
き
て
い
る
の
か
な
と
思
わ

れ
る
が
、
今
後
、
今
以
上
に
厳
し
い
状
況
に
な
る
が
、

町
長
は
、
こ
の
事
に
関
し
て
ど
う
思
い
ど
う
対
処
さ
れ

い っ ぱ ん 質 問

大
綱
３

「
亀
ヶ
池
温
泉
再
建
に
つ
い
て
」

大
綱
１

三
崎
高
校
の
存
続
に
つ
い
て

木 嶋 英 幸 議 員

問

問

答
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る
の
か
伺
う
。

　
ま
た
、
令
和
5
年
4
月
か
ら
、
県
立
学
校
振
興
計
画

検
討
委
員
会
の
地
域
協
議
会
会
員
と
し
て
、
町
長
、
教

育
長
が
町
か
ら
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
を
踏
ま
え

た
う
え
で
、
学
区
外
生
徒
、
即
ち
三
崎
高
校
の
場
合
、

南
予
以
外
の
受
け
入
れ
比
率
を
30
％
よ
り
上
げ
る
提
案

や
特
例
校
の
特
権
を
活
か
し
、
日
本
中
の
子
ど
も
た
ち

が
、
入
学
し
て
学
び
た
い
と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

国
内
で
も
珍
し
い
コ
ー
ス
の
提
案
を
し
て
い
た
だ
け
な

い
か
伺
う
。
も
し
、
成
功
す
れ
ば
、
全
国
か
ら
料
理
人

や
パ
テ
ィ
シ
エ
を
目
指
し
て
い
る
学
生
が
沢
山
き
て
い

た
だ
い
て
、
定
員
確
保
の
一
助
に
も
な
る
と
思
う
。
町

長
の
考
え
を
伺
う
。

　

町
で
は
こ
れ
ま
で
、
町
内
唯
一
の
県
立
高
等

学
校
で
あ
る
、
三
崎
高
校
の
存
続
の
た
め
に
、

様
々
な
支
援
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
甲
斐
も
あ
っ
て

か
、
三
崎
高
校
の
生
徒
確
保
の
状
況
は
、
令
和
2
年
度

か
ら
大
幅
な
改
善
が
図
ら
れ
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

町
内
の
少
子
高
齢
化
の
進
行
状
況
を
鑑
み
る
と
、
今

後
、
厳
し
い
状
況
に
な
る
事
も
予
想
さ
れ
る
が
、
伊
方

町
と
し
て
は
、
三
崎
高
校
以
外
の
高
校
に
通
う
町
内
の

高
校
生
と
の
公
平
性
や
県
立
高
校
へ
の
支
援
と
い
う
特

殊
性
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
、
適
切
な
支
援
の
境
界
線
と

い
う
も
の
を
慎
重
に
見
極
め
な
が
ら
、
今
後
も
要
望
が

あ
れ
ば
、
可
能
な
支
援
は
続
け
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

議
員
提
案
の
伊
方
町
の
主
力
産
業
で
あ
る
、
海
産

物
・
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
、
生
産
者
の
所
得
向

上
、
第
1
次
産
業
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
町
と
し
て

全
力
で
取
り
組
む
べ
き
大
き
な
テ
ー
マ
の
一
つ
と
位
置

付
け
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
、
様
々
な
施
策
を
展
開
し
て

き
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
、
そ
の
歩
み
を
止
め
る
こ
と
な

く
、
強
く
推
し
進
め
た
い
。

　

9
月
7
日
、
原
子
力
発
電

対
策
特
別
委
員
会
を
開
催

し
、
山
田
原
子
力
本
部
長
、

川
西
伊
方
発
電
所
長
か
ら
報

告
を
う
け
ま
し
た
。

　

詳
細
は
、
裏
面
に
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。

　去る１０月８日、竹内一則議員が逝去されました。

　平成１５年の初当選から５期目の今まで、議長・副議

長等を歴任され、町政の発展にご尽力されました。

　また、県下の町村議会の監事も歴任されました。

　ここに、議員一同、心より哀悼の意を表しご冥福をお

祈り申し上げます。

故 

竹
内
一
則 

議
員

原
子
力
発
電
対
策

特

別

委

員

会

　

ま
た
、
三
崎
高
校
へ
の

特
色
あ
る
コ
ー
ス
の
導
入

に
つ
き
ま
し
て
、
具
体
的

な
提
案
を
い
た
だ
い
た

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

様
々
な
可
能
性
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
の
で
、
学
校
関

係
者
と
意
見
を
交
わ
し
な

が
ら
、
一
緒
に
考
え
て
い

き
た
い
。

　

た
だ
、
三
崎
高
校
は
こ

れ
ま
で
、
独
自
の
視
点
と

原
動
力
で
、
町
の
地
域
振

興
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

そ
の
結
果
、
「
み
っ
ち
ゃ

ん
大
福
」
の
開
発
や
マ
ー

マ
レ
ー
ド
ア
ワ
ー
ド
で
の

金
賞
受
賞
等
、
数
々
の
素

晴
ら
し
い
成
果
を
挙
げ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
や
は

り
、
高
校
生
た
ち
の
若
く

自
由
な
発
想
が
功
を
奏
し

た
も
の
と
受
け
止
め
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
今
後

も
、
高
校
生
た
ち
の
柔
軟

な
発
想
力
に
期
待
し
、
そ

の
上
で
、
町
の
施
策
と
リ

ン
ク
す
る
部
分
が
あ
れ

ば
、
そ
こ
は
し
っ
か
り
と

連
携
を
と
っ
て
、
共
に
取

り
組
み
た
い
と
考
え
て
い

る
。

福島委員長福島委員長 山田研二山田研二原子力本部長原子力本部長

訃
　
　
報

答
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委員会（協議会）報告

月　日 委員会（協議会） 概　　　　　　　　　　　　　　要

８月１０日

議 会 運 営 委 員 会 決算認定について

議 員 全 員 協 議 会

1.	第５次伊方町行政改革大綱に基づく主要項目の進捗状況について

2.	伊方町過疎地域持続的発展計画の策定について

3.	伊方町まち・ひと・しごと創生総合戦略推進施策事業検証について

4.	新型コロナウイルスワクチン接種（６４歳以下）について

5.	指定管理者の募集について

①伊方町デイサービスセンター

②瀬戸在宅高齢者共同生活支援施設

③伊方町観光物産センター

④伊方町農水産物処理加工施設

⑤伊方製氷施設

⑥瀬戸製氷施設

6.	三崎種苗生産施設の指定管理について

８月２５日 議 員 全 員 協 議 会
1.	亀ヶ池温泉建物火災の状況について

2.	現地視察

８月３１日 議 会 運 営 委 員 会 第６６回定例会の運営について

９月　７日

議 員 全 員 協 議 会

1.	令和３年度伊方町一般会計補正予算（第４号）概要

2.	条例の制定等について

3.	伊方町過疎地域持続的発展計画の策定について

4.	指定管理施設に対する経営安定化支援について（新型コロナウイルス感染症対応）

5.	令和２年度伊方町の財政の健全化判断比率及び資金不足比率の報告について

6.	伊方町国民健康保険診療所電子カルテシステム等の取得について

7.	介護人材確保補助事業について

8.	令和２年伊方町の教育に関する事業の点検・評価報告書について

9.	伊方中学校太陽光発電設備設置工事請負契約の締結について

10.	令和３年度伊方町一般会計補正予算（第５号）概要

議 会 運 営 委 員 会 第６６回定例会の追加議案について

原 子 力 発 電 対 策

特 別 委 員 会

1.	令和２年１月に伊方発電所で連続発生したトラブルについて

2.	伊方発電所使用済燃料乾式貯蔵施設の耐震裕度確保に係る取組みについて

3.	伊方発電所における過去の保安規定不適合について

９月１４日
議 会 運 営 委 員 会 むかいパークについて

議 員 全 員 協 議 会 むかいパークについて

９月１７日

総務文教厚生委員会

産 業 建 設 委 員 会
令和２年度一般会計及び特別会計決算審査（合同委員会）

議 員 全 員 協 議 会 議案第７８号令和３年度伊方町一般会計補正予算（第５号）の原案修正について

８月２４日 第１３回全国原子力発電所立地議会サミット実行委員会（ＷＥＢ会議）

９月　２日 県環境安全管理委員会（ＷＥＢ会議）

９日 町環境監視委員会

２２日 県議長会第１回全員協議会（松山市）

議長の動き（主な内容） 


